
八
千
代
市
は
市
庁
舎
整
備
に

つ
い
て

「建
て
替
え
に
絞
っ
て

検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
決

定
」
と
の
文
書
を
８
月
末
市
議

会
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
市
庁
舎
整
備
に
つ

い
て
、
「ま
ず
は
市
庁
舎
の
耐

震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工
事

を
行
い
、
そ
の
後
合
同
庁
舎
化

を
含
め
た
建
て
替
え
に
つ
い
て

検
討
す
る
」
と
い
う
方
針
を
２

０
１
１
年
と
１５
年
に
決
め
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
市
は
こ
の

方
針
を
突
然
変
更
し
た
の
で

す
。昨
年
１２
月
議
会
の
総
務
常
任

委
員
会
で
、
日
本
共
産
党
は

「こ
れ
ま
で
の
方
針
を
な
ぜ
変

更
し
た
の
か
」
「ど
こ
で
決
め

た
の
か
」
「財
政
見
通
し
を
含

め
て
検
討
し
た
の
か
」
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
は
４
月
の
熊
本
地
震
で
耐

震
補
強
を
し
た
庁
舎
が
震
度
７

の
地
震
で
被
災
し
た
こ
と
、
総

務
課
内
に
チ
ー
ム
を
作
っ
て
決

め
た
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
熊
本
地
震

市
は
、
３
月
議
会
に
庁
舎
建

て
替
え
の

「基
金
条
例
」
を
提

案
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

市
庁
舎
の
耐
震
性
不
足
や
老

朽
化
は
誰
も
が
心
配
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
方
針
を
勝

手
に
変
更
し
市
民
に

一
方
的
に

押
し
付
け
る
や
り
方
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

秋
葉
市
長
は
、
２
年
前
財
政

リ
ス
ク
回
避
戦
略
２
０
１
４
の

キ
ツ
ク
オ
フ
を
宣
言
し
、
財
政

危
機
を
煽
り
、
暮
ら
し
福
祉
の

財
源
は
ど
う
す
る
の

の
事
例
だ
け
で
検
証
を
行
わ
な

い
ま
ま
方
針
を
変
更
す
る
の
は

問
題
で
あ
り
、
財
源
確
保
の
検

討
も
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し

ま
し
た
。

市
は

「本
庁
舎
の
耐
震
補
強

及
び
大
規
模
改
修
工
事
も
検
討

に
含
め
る
」
と
、
「建
て
替
え

に
絞
る
」
方
針
を
修
正
す
る
答

弁
を
行
い
ま
し
た
。　
・

予
算
を
削
減
し
ま
し
た
。

八
千
代
市
の
昨
年
度
の
決
算

は
、
借
金
が
５
７
２
億
円
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
貯
金
は
２‐
億
円
程
度

で
あ
り
、
近
隣
の
習
志
野
市

・

佐
倉
市
と
く
ら
べ
て
も
深
刻
な

財
政
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
財
政
の
危
機
的
状
況
は
２
年

前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

建
て
替
え
と
な
れ
ば
■
０
０

億
円
～
■
２
０
億
円
の
財
源
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
２
月
に
市
が
策
定
し
た

「八
千
代
市
財
政
運
営
の
基
本

的
計
画
」
で
も
市
債
残
高
増
加

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。日
本
共
産
党
は
、
財
政
見
通

し
の
な
い
庁
舎
建
て
替
え
に
反

対
し
ま
す
。

い
ま
だ
に
市
内
の
５
校
の

小
・
中
学
校
に
は
除
染
土
が

一

時
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
・。

学
校
は
開
放
さ
れ
て
い
る
の

で
い
ろ
い
ろ
な
人
が
立
ち
寄
り

ま
す
。
ま
た
緊
急
避
難
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。

各
学
校
に
は
汚
染
土
が
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
掲
示

物
が
あ
り
ま
せ
ん
。

管
理
者
が
保
管
場
所
を
熟
知

し
て
い
な
い
な
ど
ず
さ
ん
な
管

理
状
況
で
す
。

こ
れ
で
子
ど
も
の
健
康
と
安

全
に
責
任
を
持
っ
て
い
る
と
言

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

汚
染
土
を
埋
め
る
た
め
に
入

れ
た
コ
ン
テ
ナ
バ
ッ
ク
の
耐
用

年
数
が
５
年
で
、
今
年
の
９
月

で
期
限
を
迎
え
ま
す
。

市
は
耐
用
年
数
に
合
わ
せ
て

入
れ
替
え
の
準
備
を
し
て
い
る

と
い
い
ま
す
が
、
放
射
性
物
質

の
飛
散
が
心
配
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
や
子
ど
も
の
遊
び

場
に
な
っ
て
い
る
場
所
に
い
つ

ま
で

一
時
保
管
す
る
つ
も
り
な

の
で
し
ょ
う
か
。

学
校
以
外
の
場
所
に
移
設
す

る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
が
、

場
所
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と

い
う
回
答
で
し
た
。

日
本
共
産
党
は
国
と
東
電
が

責
任
を
も
っ
て

一
刻
も
早
く
移

設
す
る
こ
と
を
求
め
て
行
き
ま

す
。
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特殊潜行、中枢部のかく舌しなどを任務とする部隊です。

「グリーンベレー」をモデルに創設したのが習志野駐屯地に所在す

る陸上自衛隊特殊作戦群です。危険な特殊部隊にまで日米軍事の連

携・一体化は広がつています。

降下訓練始めを見学した市民 |よ、「米軍と一体となつた軍都の再現

か」と不安そうでした。

働きかけるよう緊急の申し入れを行いました。

市長は「防衛は国の専管事項」だとして、「何の問題があるのか」

という対応でした。

八干代市 |よ 「平和都市宣言」をしています。

「調和のとれた人間都市八千代市の実現」|よ 「日本の安全と世界の

恒久平不□なくしては望み得ないものである」と記しています。

市長の姿勢に「平不□都市宣言」は泣いているでしょう。

日本共産党市議団は 1月 5日、船橋、習志野両党市議団とともに、

防衛省に説明を求めました。

防衛省の担当者 |よ米軍参力Bの経緯について、「米軍から『日米の連

携強化をアピールしたい』との要請があつた」と説明しました。

米軍は2012年 度以降、横田基地や東富士演習場で降下訓練を
頻繁に実施し、自衛隊との連携を強化しています。

安保法制=戦争法のもとで「戦争する国」づくりがカロ速しています。

日本共産党八千代市議団は、戦争法の廃止、木更津駐屯地オスプ

レイ整備拠点撤回、習志野演習場の米軍使用を許さない運動を進め、 |
市民が安心して暮らせる八千代市をめざします。

ノヽ fft
市議 団
ニュニス
2017年 (冬季号)

陸上自衛隊第 1空挺団が 1月 8日、習志野演習場で実施した「降

参力□した米軍は、沖縄県に駐留する通称「グリーンベレー」と0乎

ばれる第 1特殊部隊群第 1大隊の 9人です。内戦への介入、破壊工作、

め」に米軍が初めて参加

下訓練始め」の一般
/AN開に、米軍が初めて参カロしました。

日本共産党市議団は 1月 4日、秋葉市長に米軍の参力0中止を国に

立いている

▲小学校汚染土保管場所

の米軍使用は許さない
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市
長
と
教
育
委
員
会
は
昨
年

１０
月
の
総
合
教
育
会
議
で
、
阿

蘇
中
学
校
の
場
所
に
阿
蘇
小
・

米
本
小
・
米
本
南
小
・
阿
蘇
中

の
４
校
を
統
合
し
、
施
設

一
体

型
の
小
中

一
貫
校
に
す
る
と
い

う
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

し
か
し
、

一
昨
年

（２
０
■

５
年
）
１０
月
に

「学
校
適
正
配

置
検
討
委
員
会
」
が
出
し
た
答

申
は
、
「阿
蘇
地
域
の
小
学
校

３
校
統
廃
合
」
で
す
。

４
校
統
合
は
答
申
内
容
か
ら

大
き
く
逸
脱
し
て
お
り
認
め
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

朦
林鯛湖脚れるの

４
校
の
統
合
方
針
は
米
本
団

地
で
新
た
な
問
題
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
教
育
委
員

会
は

「３
つ
の
小
学
校
を
統
合

し
て
■
校
に
す
る
」
と
説
明
し

て
き
ま
し
た
。

住
民
の
多
く
の
方
が

「そ
れ

な
ら
残
る
の
は
広
い
米
本
南

小
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
４
校

統
合
方
針
で
米
本
団
地
か
ら
小

学
校
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
驚
い
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
住
民
を
無
視

し
た
説
明
不
足
の
責
任
は
免
れ

ま
せ
ん
。
前
哺晰酷解議せよ

「学
校
適
正
配
置
検
討
委
員

〈ご

の
答
申
は
、
「小
学
校
３

校
の
統
合
」
で
あ
り
、
小
中

一

貫
校
に
つ
い
て
は

「…
取
り
組

み
状
況
を
慎
重
に
見
極
め
な
が

ら
、
継
続
し
て
検
討

・
審
議
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

明
言
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
教
育

委
員
会
は
答
申
の
直
後
に
た
っ

た
４
回
の
会
議
で
昨
年
３
月
に

４
校
統
合
方
針
を
決
め
て
い
た

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
教
育
長
は
市
民

の
問
い
合
わ
せ
に
も
議
会
の
答

弁
で
も
統
廃
合
に
つ
い
て

「答

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
検
討
が

進
ん
で
い
な
い
」
と
ウ
ソ
を
っ

い
て
い
た
の
で
す
。

日
本
共
産
党
は
答
申
を
ね
じ

曲
げ
、
十
分
な
議
論
も
な
し
に

小
中

一
貫
校
を
強
引
に
進
め
る

４
校
統
合
案
を
撤
回
し
、
再
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
市
政
の
透

明
性
を
は
か
る
た
め
に
市
民
ヘ

の
情
報
公
開
を
拡
充
す
る
こ
と

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

‐２
月
議
会
で
は
公
文
書
改
ざ

ん
で
問
題
と
な
っ
た
部
長
会
議

録
に
つ
い
て
、
会
議
の
発
言
内

容
な
ど
を
全
文
筆
記
す
る
よ
う

要
求
し
ま
し
た
。

市
長
は
全
文
筆
記
に
近
い
も

の
と
し
、
発
言
者
の
名
前
と
役

職
名
を
明
記
す
る
と
答
弁
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
市
が
部
長
会
議
の

録
音
デ
ー
タ
保
存
期
間
を
１
年

と
し
た
こ
と
は
、
文
書
管
理
規

則
に
反
し
て
い
ま
す
。
会
議
録

の
正
確
性
を
検
証
す
る
う
え
で

も
会
議
録
と
同
じ
３
年
間
の
保

存
期
間
が
必
要
で
あ
る
と
主
張

し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
は
、
１０
日
間

ほ
ど
で
完
成
し
て
い
た
部
長
会

議
録
が
、
最
近
は
２
、
３
カ
月

か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
遅
く
て
は
市
民
が

市
の
政
策
に
意
見
を
言
う
機
会

を
奪
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
並
み
の
期
間
で
作
成
す

る
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

市
は
是
正
す
る
旨
の
答
弁
を

し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
知
る
権
利

を
守
る
た
め
公
文
書
管
理
条
例

制
定
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

八
千
代
市
で
は
、
市
営
住
宅

の
減
免
制
度
の
申
請
は

一
年
む

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
市
で
は
、
家
賃
を
滞
納

し
た
方
が
決
年
度
の
減
免
制
度

の
申
請
は
受
け
付
け
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。

県
営
住
宅
で
は
分
納
制
約
を

し
た
方
に
は
次
年
度
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

‐２
月
議
会
で
八
千
代
市
も
県

と
同
様
の
対
応
を
す
べ
き
と

「要
領
」
の
改
正
を
求
め
ま
し

た
。市
は
２
０
１
７
年
度
か
ら
実

施
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題

と
な
り
全
国
各
地
で
子
ど
も
食

堂
な
ど
の
支
援
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
ど
も
支
援
に
切
れ
目
の
な

い
対
応
を
行
う
べ
き
と
、
こ
ど

も
食
堂
の
全
市
的
な
取
り
組
み

を
始
め
た
明
石
市
を
例
に
あ
げ

て
八
千
代
市
の
取
り
組
み
を
求

め
ま
し
た
。

市
は
、
こ
ど
も
支
援
は
放
課

後
こ
ど
も
教
室
の
取
り
組
み
が

あ
る
の
で
新
た
な
施
策
は
考
え

て
い
な
い
と
、
冷
た
い
答
弁
で

し
た
。

コミュニティバスが今後どうなって行くの

か、八千代台の住民の方から「絶対になくさ

ないてほしい」との声が寄せられています。

市は、これまで収支率で40%を超えるこ
とを最低条件に、運行を支援するためのサポ

ーターの募集や時刻表への広告募集などで

運行以外の収入確保を進めてきています。

利用者数、収支率も着実に改善しているこ

とから、今後の運行については、本年 3月 ま

では現行のまま運行し、 4月以降も継続する

予定と答えました。

さらに、協賛金の取り組みについて、「さ

さやかな年金暮らしのなか、 1回  1000
円の協力をしなければならないのか」と利用

者から懸念する声が届いています。

市は、サポーターの資格として、「運行事

業に協賛する個人、企業、自治会等の団体

に呼び掛けているが、個人を想定してのサポ

ーターは本意ではない」と述べています。

日本共産党は、「年末の運行が 28日で終

わってしまい、せめて30日 まで運行してほし

い」など住民のみなさんとともに、さらに改

善を求めて全力でがんばります。

ム'論ぶ轟隷―Aの 壕‐二=壼

▲新春宣伝を行う党市議団

2016年12月議会
主な議案・請願・日本共産党提出の発議案に対する議決結果 ○ :賛成 ×:反対

日本共産党市議員団調べ

欠席、議長は採決に加わらず 敬称略

賛成人数

反対人数

日本共産党 市民クラブ 公明党 自由民主党 新未来 新。みんなの広場
奥
山
菅
野
塚
本
三
田堀

口
伊
原
植
田
］風
伊
東

江
野
澤

大
塚
小
澤

林
隆
文

横
山
木
下
正
田

末
永
立

川
緑
川
成
田
西
村

林
利
彦

河
野
松
崎

山

口

高

山

橋
本 原

八千代市農業委員会の委員及び農地利用
最適化推進委員の定数を定める条例

２３
４
成
対
賛
反

× × ×

議

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

八千代市地区計画の区域内における建築
物の制限に関する条例のT部改正

２３
４
成
対
賛
反

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

地域密着型サービスの基準等を定める条
例 *件名は下記の通り

賛成 23
反対 4 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

統合型リツート法案 (カジノ法案)の撤
回を求める意見書

賛成 10
反対 17 ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ' × × ○

自衛隊の南スーダンでの「駆け付け警護」
に反対する意見書

７

０２

成
対
賛
反 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○

環太平洋パートナーシップ lTPP)協定
承認案の撤回を求める意見書

５
２２
成
対
賛
反 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × ○

労働基準法改正案の撤回を求める意見書
賛成 10
反対 17 ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○

国民年金法等改正案の撤回を求める意見書
賛成 11
6寺+16 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

福島第一原発事故による被災者への支援
の継続を求める意見書

賛成 8
反対 19 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × X × × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○

*八千代市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例及び八千代市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定


